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▼
タ
ク
シ
ー
利
用
者
補
助
事
業
ス
タ
ー
ト
か
ら
1
年
が
経
過

町
の
交
通
政
策
に
欠
か
せ
な
い
制
度
へ

　高齢者、障がい者の生活交通手段を確保するため、平成 23 年 4 月から始まった「日

野町タクシー利用者補助金制度」。

　バス停や駅が遠く公共交通機関を利用できない、自動車運転免許を持たず運転でき

ないなど、交通手段に困っている人を対象とし、多くの皆さんが登録し利用されてい

ます。制度開始から 1 年が経過し、利用状況などを紹介します。

　

町
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
町

営
バ
ス
を
運
行
し
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
中
山
間
地
域
を
多
く
抱

え
る
日
野
町
で
は
、
す
べ
て
の
地

域
に
バ
ス
路
線
を
置
く
こ
と
が
困

難
で
あ
り
、
タ
ク
シ
ー
は
自
由
に

利
用
で
き
る
公
共
交
通
機
関
を
補

完
す
る
重
要
な
交
通
機
関
と
し
て

位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
が
限
定
さ
れ
る
交
通
弱
者
の
支

援
を
目
的
に
、
平
成
23
年
4
月
か

ら
『
タ
ク
シ
ー
利
用
者
補
助
金
制

度
』
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

制
度
開
始
後
、
半
年
を
振
り
返

り
、
申
請
却
下
や
問
い
合
わ
せ
の

時
点
で
却
下
し
た
例
を
み
る
と
、

高
齢
で
あ
り
な
が
ら
、
な
ん
と
か

町
営
バ
ス
な
ど
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
い
た
人
が
多
く
、
皆
さ

交
通
利
便
性
の
向
上
を

目
的
に
始
ま
る

★対  象  者　①自動車の運転ができない 75 歳以上の人
　　　　　　② 65 歳以上の人で、地域の事情などにより公共交通
　　　　　　　機関の利用が難しく、かつ自動車の運転ができない
　　　　　　　人
　　　　　　③在宅で要介護認定を受けている人（要支援は除く）
　　　　　　④身体に障がいのある人（自動車税免除要件に当ては
　　　　　　　まる人）
★助成内容　日本交通（株）根雨営業所のタクシーを使用した場合、
　　　　　　タクシー運賃の 5 割程度を助成します。
　　　　　　◆町：4 割（上限 2,400 円（片道））
　　　　　　◆日本交通（株）根雨営業所：1 割
　　　  《例》▶運賃（片道）が 1,200 円だった場合、助成額は、

　　　　　　　町が 480 円、日本交通（株）根雨営業所が 120　

　　　　　　　円で、600 円となります。

　　　　　　▶運賃（片道）が 6,500 円だった場合、助成額は、

　　　　　　　町が 2,400 円、日本交通（株）根雨営業所が 650　

　　　　　　　　　円で 3,050 円となります。※ 4 割は 2,600 円とな

　　　　　　　りますが、上限が 2,400 円です。

★詳しい助成要件などは、役場企画政策課（電話 72-0332）まで、
　お問い合わせください。

制度の概要（町内に住所がある人が対象です）

乗り合わせて乗車。タクシーは頼りになる

移動手段（日野病院玄関前にて）



ん
か
ら
「
通
院
時
、
行
き
は
バ
ス

で
行
け
る
が
、
病
院
や
買
い
物
が

終
わ
る
と
疲
労
に
よ
り
バ
ス
停
か

ら
家
ま
で
歩
け
な
い
」「
病
院
の

診
療
時
間
に
よ
り
、
バ
ス
に
間
に

合
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
」「
夏
場
、

冬
場
、
降
雨
・
降
雪
時
な
ど
バ
ス

停
ま
で
歩
き
、
待
合
室
も
屋
根
も

な
い
バ
ス
停
で
待
つ
の
は
大
変
で

あ
る
」
な
ど
の
話
を
伺
い
、
平
成

23
年
12
月
か
ら
、
町
内
に
住
む
75

歳
以
上
で
運
転
が
で
き
な
い
人
を

す
べ
て
助
成
対
象
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
運
転
免
許
の
自
主
返
納

者
も
、
タ
ク
シ
ー
利
用
者
補
助
金

制
度
が
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

制
度
開
始
か
ら
1
年
が
経
過
。

認
定
者
数
は
平
成
24
年
5
月
末
時

点
で
３
０
２
人
（
75
歳
以
上
人
口

９
６
５
人
）
で
、
制
度
を
始
め
た

平
成
23
年
4
月
の
83
人
か
ら
お
よ

そ
3
・
6
倍
と
毎
月
増
え
て
い
る

状
況
で
す
。

　

ま
た
、
助
成
額
は
平
成
23
年
4

月
に
は
ひ
と
月
約
3
万
6
千
円

だ
っ
た
の
に
対
し
、
平
成
24
年
5

月
で
は
ひ
と
月
約
17
万
円
と
お
よ

そ
4
・
7
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

行
先
を
見
る
と
、
日
野
病
院
へ

の
通
院
や
町
内
の
ほ
か
、
米
子
市

内
の
病
院
な
ど
広
く
利
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
運

行
し
て
い
る
日
本
交
通
株
式
会
社

根
雨
営
業
所
か
ら
は
「
通
院
や
買

い
物
な
ど
タ
ク
シ
ー
の
利
用
は
増

え
て
い
ま
す
。
米
子
へ
買
い
物
に

行
か
れ
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
す

よ
。
皆
さ
ん
元
気
で
す
」
と
の
話

も
聞
い
て
い
ま
す
。
認
定
者
の
多

く
が
「
助
か
る
」
と
、
今
後
の
制

度
継
続
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

制
度
が
浸
透
し
、
認
定
者
が
急

増
し
て
い
る
今
、
タ
ク
シ
ー
の
稼

働
回
数
が
事
業
所
の
所
有
台
数
で

は
賄
え
な
い
状
態
に
近
づ
い
て
い

ま
す
。
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
い

た
だ
く
の
に
待
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
な
状
況
で
す
。

　

今
後
、
認
定
者
の
推
移
や
タ
ク

シ
ー
の
稼
働
距
離
な
ど
か
ら
よ
り

よ
い
制
度
運
営
に
努
め
、
長
く
継

続
で
き
る
制
度
づ
く
り
を
行
い
ま

す
。
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生
活
に
欠
か
せ
な
い

事
業
と
し
て
浸
透

継
続
で
き
る
制
度
運
営

を
目
指
し
て

◆認定者数（認定要件別）※平成 24 年 5 月末

身体障害者手帳　72 人

介護認定　17 人

75 歳以上高齢者
地域事情認定者

213 人

【
問
合
せ
】
役
場
企
画
政
策
課
（
電
話
72
‐
０
３
３
２
）

4
月

3
月

5
月

6
月

7
月

9
月

10
月

11
月

12
月

4
月

1
月

5
月

2
月

8
月

認定者（人）

助成額（円）

83 87 92 97 105 109 113 117

195

234
256

269
286

302

35,740

56,860

64,700

52,950

45,300 45,580

59,980

65,430

80,540
94,830

108,400

119,900

144,280

170,300

◆認定者数と助成額の推移

認定者（人）

助成額（円）

302 人

【平成 23 年度】

【平成 24 年度】

回
転
式
の
座
席
が
装
備
さ
れ
た
タ
ク
シ
ー
も
あ
る


